
一
二
七

駒
澤
大
学
佛
教
學
部
論
集
　
第
五
十
號
　
令
和
元
年
十
月

山
形
藩
に
お
け
る
四
僧
録
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て

永
　
井
　
俊
　
道

は
じ
め
に

　

山
形
藩
は
、
出
羽
国
を
中
心
に
江
戸
時
代
初
め
に
は
五
十
七
万
石
の

領
主
で
あ
っ
た
最
上
氏
が
、
元
和
八
（
一
六
二
二
）
年
に
改
易
と
な
っ

た
後
に
設
置
さ
れ
た
藩
で
あ
る
。
最
上
氏
領
は
改
易
後
に
分
割
さ
れ
、

い
く
つ
か
の
大
名
領
や
幕
領
に
編
成
さ
れ
た
。こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

寛
永
六
（
一
六
二
九
）
年
に
全
国
に
僧
録
が
設
置
さ
れ
、
出
羽
国
内
に

も
徐
々
に
僧
録
が
設
置
さ
れ
曹
洞
宗
の
寺
院
支
配
の
基
礎
が
固
ま
っ
て

い
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
最
上
氏
が
支
配
し
た
出
羽
国
に
お
い
て
は
、
最
上
氏
の
庇

護
の
も
と
で
、
領
内
曹
洞
宗
寺
院
支
配
の
枠
組
み
が
あ
る
程
度
で
き
て

い
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
最
上
氏
の
改
易
後
に
新
た
に
設
置
さ

れ
た
藩
に
お
い
て
は
、
領
主
の
願
い
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
領
内
に
僧
録

が
設
置
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
最
上
氏
領
だ
っ
た
地
域
で
は
、
寛

永
六
年
の
段
階
で
は
山
形
藩
と
庄
内
藩
と
に
僧
録
が
設
置
さ
れ
、
そ
の

他
の
地
域
で
は
、
寛
永
六
年
以
降
に
藩
主
の
願
い
に
よ
り
僧
録
が
設
置

さ
れ
て
い
っ
た
。

　

本
稿
で
取
上
げ
る
山
形
藩
に
お
い
て
は
、
寛
永
六
年
に
光
禅
寺（
１
）・
法

祥
寺（
２
）・
龍
門
寺（
３
）・
長
源
寺（
４
）の
四
ヶ
寺
が
僧
録
に
任
命
さ
れ
た
と
さ
れ
て

い
る
が
、こ
の
四
ヶ
寺
に
つ
い
て
も
、僧
録
任
命
の
時
期
に
つ
い
て
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、『
永
平
寺
史
料
全
書　

文
書
編　

第

一
巻
・
第
二
巻
』（
５
）に
お
い
て
も
、
山
形
四
僧
録
の
設
置
に
関
し
て
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、
見
解
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
は
い
る
と
は

い
え
な
い
。

① 

寛
永
六
年（
一
六
二
九
）六
月
二
十
二
日
、光
禅
寺
は
龍
門
寺（
山

形
県
山
形
市
）
法
祥
寺
（
同
所
）
と
と
も
に
出
羽
国
最
上
の
僧

録
寺
院
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
三
ヶ
寺
は
い
ず
れ
も
最
上
氏
の

菩
提
寺
で
あ
っ
た（
６
）。

② 

慶
長
寺
・
法
祥
寺
・
龍
門
寺
の
三
ヶ
寺
は
、
元
和
八
年
最
上
氏

改
易
の
後
、
山
形
城
に
入
っ
た
鳥
居
氏
の
菩
提
寺
長
源
寺
と
と

も
に
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
六
月
二
十
二
日
に
は
出
羽
国

最
上
領
に
お
け
る
僧
録
と
な
る
が
、
そ
の
始
ま
り
は
す
で
に
こ



一
二
八

山
形
藩
に
お
け
る
四
僧
録
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
（
永
井
）

の
段
階
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る（
７
）。

③ 
寛
文
五
年
當
時
の
長
源
寺
が
龍
門
寺
・
光
禅
寺
・
法
祥
寺
と
共

に
「
最
上
僧
録
」
で
あ
っ
た
か
な
ど
検
討
す
べ
き
問
題
も
あ
る

が
、･･････
享
保
十
年
十
一
月
付「
関
三
ヶ
寺
掟
」の
宛
先
に
は
、

法
祥
寺
・
光
禅
寺
・
長
源
寺
・
龍
門
寺
と
あ
る
。
以
上
か
ら
、

享
保
年
間
に
は
、
長
源
寺
は
他
の
三
ヶ
寺
と
と
も
に
「
最
上
僧

録
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（
８
）。

　

ま
ず
、
①
に
よ
る
と
、
山
形
四
僧
録
の
う
ち
寛
永
六
年
に
僧
録
に
任

命
さ
れ
た
の
は
、
光
禅
寺
・
龍
門
寺
・
法
祥
寺
の
最
上
氏
ゆ
か
り
の
寺

院
で
あ
っ
た
と
読
め
、
長
源
寺
が
こ
の
段
階
で
は
僧
録
で
あ
っ
た
か
に

つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
②
に
よ
る
と
、
慶
長
寺
（
後
の
光
禅
寺
）・

法
祥
寺
・
龍
門
寺
の
三
ヶ
寺
に
加
え
、
鳥
居
氏
に
従
っ
て
山
形
に
移
っ

て
き
た
長
源
寺
も
、
寛
永
六
年
に
山
形
領
内
の
僧
録
に
任
命
さ
れ
、
山

形
四
僧
録
が
成
立
し
た
と
読
め
る
。③
に
よ
れ
ば
、寛
文
五（
一
六
六
五
）

年
の
段
階
で
、
長
源
寺
が
龍
門
寺
・
光
禅
寺
・
法
祥
寺
と
共
に
山
形
四

僧
録
だ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、疑
問
も
あ
る
と
し
た
上
で
、

長
源
寺
の
僧
録
任
命
に
関
し
て
は
、
寛
文
五
年
以
降
の
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。

　

ま
た
、
山
形
四
僧
録
に
つ
い
て
は
、『
江
戸
時
代
洞
門
政
要
』（
９
）・『
總

持
寺
史
』）
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で
は
、寛
永
六
年
設
置
の
僧
録
と
し
て
四
ヶ
寺
の
「
相
僧
録
」

で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
全
国
に
設
置
さ
れ
た
僧
録
の
内
「
相
僧
録
」

と
な
っ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、僧
録
間
で
制
約
な
ど
が
定
め
ら
れ
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
関
三
箇
寺
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
上
で
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
山
形
四
僧
録
に
関
し
て
は
、「
相
僧
録
」
の
実
態
に
つ

い
て
も
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
。

　

山
形
藩
の
僧
録
と
い
え
ば
、
光
禅
寺
・
法
祥
寺
・
龍
門
寺
・
長
源
寺

の
四
ヶ
寺
の
名
が
あ
が
る
が
、
史
料
的
な
制
約
も
あ
り
、
そ
の
設
置
の

経
緯
や
「
相
僧
録
」
の
実
態
な
ど
不
明
な
点
が
多
い
。
本
稿
に
お
い
て

は
、
山
形
四
僧
録
の
設
置
の
過
程
と
領
内
寺
院
支
配
な
ど
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
た
い
。

一
、 

山
形
四
僧
録
成
立
と
僧
録
の
変
遷

　

出
羽
国
の
僧
録
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
最
上
氏
に
つ
い
て
触
れ

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
最
上
氏
は
出
羽
国
内
に

五
十
七
万
石
の
領
地
を
与
え
ら
れ
た
大
名
と
し
て
、
出
羽
国
内
の
支
配

を
行
な
う
。
江
戸
時
代
以
前
か
ら
、
最
上
氏
は
曹
洞
宗
に
帰
依
し
、
最

上
氏
三
代
満
直
の
菩
提
寺
と
な
る
法
祥
寺
、
五
代
義
春
の
菩
提
寺
と
な

る
龍
門
寺
、
義
光
が
菩
提
所
と
す
る
た
め
に
開
創
し
た
光
禅
寺
（
当
初

は
慶
長
寺
）
が
建
立
さ
れ
、曹
洞
宗
寺
院
の
建
立
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

最
上
氏
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
三
ヶ
寺
は
、
こ
の
地
域
に
初
期
の
段
階

で
進
出
し
た
黒
滝
向
川
寺）
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か
ら
、
最
上
氏
が
開
山
を
招
請
し
て
開
い
た

寺
院
で
、
こ
の
地
域
の
中
核
寺
院
で
も
あ
っ
た
。

　

領
主
と
の
関
係
に
よ
り
、
最
上
義
光
の
頃
に
は
菩
提
寺
で
あ
る
三
ヶ



一
二
九

山
形
藩
に
お
け
る
四
僧
録
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
（
永
井
）

寺
が
、
領
内
の
曹
洞
宗
寺
院
の
中
で
大
き
な
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
文
書
と
し
て
、
最
上
家
親
が
領
主

だ
っ
た
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
七
月
日
付
の
永
平
寺
宗
奕
か
ら
の
「
永

平
寺
諸
法
度
」）
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が
、
ま
た
、
最
上
氏
改
易
直
後
の
元
和
九
（
一
六
二
三
）

年
四
月
二
十
四
日
付
の
総
持
寺
五
院
連
署
に
よ
る
「
曹
洞
宗
諸
定
」）
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な

ど
が
光
禅
寺
宛
て
に
発
給
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
法
度
」
や

「
諸
定
」
は
、
両
本
山
と
光
禅
寺
と
の
間
に
特
別
な
関
係
が
あ
り
、
光

禅
寺
の
み
に
発
布
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
光
禅
寺
・
法
祥
寺
・
龍
門

寺
の
三
ヶ
寺
に
発
給
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し

な
い
。
し
か
し
、次
に
示
す
【
史
料
一
】
の
内
容
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、

法
祥
寺
・
龍
門
寺
へ
も
発
給
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
に
は
こ
の
三
ヶ
寺
が
、
出
羽
国
の
大
半

を
占
め
る
最
上
氏
領
内
の
中
核
的
寺
院
と
し
て
、
両
本
山
に
お
い
て
も

認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
三
ヶ
寺
の
最
上
領
内
で
の
役
割
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
た
の
か
、【
史
料
一
】
よ
り
考
え
て
み
た
い
。

【
史
料
一
】　　

※
以
下
、
史
料
中
の
傍
線
は
筆
者
記
入
。

従
両　

御
所
様
、
日
本
曹
洞
宗
諸
法
度
之
儀
、
如
先
規
自
当
寺
可

申
付
由
、
就　

御
諚
、
御
朱
印
之
写
、
其
許
三
箇
寺
江
差
越
申
候

処
ニ
、油
（
マ
マ
）「
間「
貼
紙
」
被
申
分
ニ
而
」、自
両
寺
願
使
僧
様
子
承
届
候
、油
利
・

庄
内
之
寺
庵
之
儀
者
、
慶
長
寺
江
出
入
可
被
申
由
、
自
御
旦
方
被

仰
出
候
者
、
可
被
其
任
意
候
、
二
箇
所
之
内
、
自
然
於
悪
比
丘
有

之
者
、
諸
山
之
小
本
寺
江
可
被
申
理
候
、
右
之
外
、
法
祥
寺
・
龍

門
寺
之
末
派
者
、
如
前
々
可
為
両
寺
次
第
候
、
其
表
之
儀
、
三
箇

寺
之
諸
末
寺
共
ニ
不
乱
仏
戒
於
茂
、
御
朱
印
之
旨
茂
無
相
違
樣
ニ

可
被
申
付
候
、
若
於
違
背
之
僧
徒
有
之
者
、
重
テ
言
上
可
有
候
、

於
此
方
能
々
遂
穿
鑿
、
如　

御
朱
印
之
急
度
可
処
配
流
者
也
、

　
　

元
和
「「
貼
紙
」

四
戊
」
午
初
夏
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
平
寺　

宗
奕
印

　
　
　

龍
門
寺
參）
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【
史
料
一
】
よ
り
、
元
和
四
（
一
六
一
八
）
年
段
階
で
、
最
上
氏
の

支
配
す
る
五
十
七
万
石
の
領
地
の
内
、
由
利
・
庄
内
の
曹
洞
宗
寺
院
は

慶
長
寺
（
後
の
光
禅
寺
）
で
、
そ
の
他
の
地
域
は
法
祥
寺
・
龍
門
寺
が

支
配
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
も
う
少
し
詳
し
く
見
る
と
、
慶
長
寺

は
「
自
御
旦
方
被
仰
出
候
者
、
可
被
其
任
意
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
領

主
で
あ
る
最
上
氏
の
意
向
に
よ
っ
て
の
支
配
地
の
決
定
で
あ
り
、
永
平

寺
も
そ
れ
を
追
認
し
て
の
こ
の
書
状
の
発
給
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

山
形
の
慶
長
寺
・
法
祥
寺
・
龍
門
寺
が
対
等
の
立
場
で
活
動
し
て
い

た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
同
じ
地
域
に
複
数
の
僧

録
が
任
命
さ
れ
た
場
合
、
お
互
い
に
職
務
に
つ
い
て
の
確
認
が
行
な
わ

れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
慶
長
寺
・
法
祥
寺
・
龍
門
寺
の
場
合
も
、

僧
録
が
設
置
さ
れ
た
寛
永
六
年
以
降
は
、「
相
僧
録
」
と
考
え
ら
れ
る

が
、
寛
永
六
年
以
前
の
最
上
氏
領
内
に
お
い
て
は
、
慶
長
寺
・
法
祥
寺
・



一
三
〇

山
形
藩
に
お
け
る
四
僧
録
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
（
永
井
）

龍
門
寺
の
三
ヶ
寺
の
間
で
、
ど
の
よ
う
に
領
内
曹
洞
宗
寺
院
を
支
配
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
僧
録
設
置
以
前
の
最
上
氏
領
内
の
慶
長
寺
・

法
祥
寺
・
龍
門
寺
の
役
割
を
【
史
料
一
】
か
ら
検
討
し
た
い
。【
史
料

一
】
で
は
、
慶
長
寺
・
法
祥
寺
・
龍
門
寺
の
三
ヶ
寺
が
、
最
上
氏
領
内

で
寛
永
六
年
以
前
か
ら
僧
録
に
近
い
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
具
体
的
に
は
、
寛
永
六
年
以
前
の
最
上
氏
領
内
に
お
い
て
は
、

慶
長
寺
が
油
利
・
庄
内
の
寺
庵
の
出
入
に
つ
い
て
取
り
仕
切
り
、
そ
の

他
の
地
域
の
曹
洞
宗
寺
院
を
、
法
祥
寺
・
龍
門
寺
の
二
ヶ
寺
が
支
配
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
永
平
寺
も
認
め
龍
門
寺
へ
こ
の

書
状
を
遣
わ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
最
上
氏
領
内
に
お
け

る
曹
洞
宗
寺
院
支
配
は
確
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
由
利
・
庄

内
に
関
し
て
は
、
悪
比
丘
が
徘
徊
し
た
際
に
は
、
諸
山
の
小
本
寺
が
理

非
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
を
通
し
て

の
、
一
般
的
な
本
寺
と
末
寺
の
関
係
と
似
て
お
り
、
江
戸
幕
府
に
よ
っ

て
本
末
制
度
が
確
立
す
る
以
前
か
ら
、
す
で
に
「
中
核
寺
院
（
後
の
僧

録
）
↓
小
本
寺
↓
末
寺
」
と
い
う
支
配
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る）
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。
し
か
し
、僧
録
制
度
が
確
立
す
る
と
、「
本
寺
―
末
寺
」

と
い
う
伝
達
ル
ー
ト
で
は
な
く
、
僧
録
支
配
下
に
お
け
る
独
自
の
伝
達

ル
ー
ト
が
構
築
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
山
形
領
に
お
い
て
は

確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

元
和
八
年
に
最
上
氏
が
改
易
に
な
る
と
、
五
十
七
万
石
の
所
領
は
解

体
し
、幕
領
と
な
る
地
域
も
あ
っ
た
が
、亀
田
藩（
岩
城
氏
）・
本
荘
藩（
六

郷
氏
）・
矢
嶋
藩
（
生
駒
氏
）・
新
庄
藩
（
戸
沢
氏
）・
上
ノ
山
藩
（
松
平
氏
）・

庄
内
藩
（
酒
井
氏
）
そ
し
て
山
形
藩
（
鳥
居
氏
）
な
ど
に
分
か
れ
る
こ

と
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
藩
に
も
、
の
ち
に
曹
洞
宗
の
僧
録
が
設
置
さ
れ

る
。
山
形
に
は
、
最
上
氏
改
易
後
に
鳥
居
氏
が
山
形
藩
主
と
し
て
入
部

し
、
そ
の
際
に
長
源
寺
が
菩
提
寺
と
し
て
陸
奥
国
平
か
ら
移
転
す
る
の

で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
寛
永
六
年
に
全
国
に
僧
録
が
設
置
さ
れ
た
際
に
は
、
山
形

藩
に
は
領
主
菩
提
寺
の
長
源
寺
と
、
以
前
か
ら
出
羽
国
の
支
配
を
任
さ

れ
て
い
た
光
禅
寺
・
法
祥
寺
・
龍
門
寺
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
四
ヶ
寺
を
僧
録
と
し
て
、
山
形
四
僧
録
体
制
が
整
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
確
認
で
き
て
い
る
寛
永
六
年

設
置
の
僧
録
を
記
し
た
『
僧
録
帳
』
全
て
に
共
通
す
る
内
容
で
あ
る

が）
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（

、
筆
者
は
こ
の
四
ヶ
寺
に
発
給
さ
れ
た
僧
録
状
や
そ
の
写
し
に
つ
い

て
は
現
時
点
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

山
形
藩
は
幕
府
の
方
針
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
江
戸
時
代
中
期

ま
で
は
領
主
交
代
の
激
し
い
地
域
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
山
形
藩
主
の

変
遷
を
示
す
と
次
頁
の
【
表　

１
】
の
よ
う
に
な
る
。

　

次
頁
の
【
表　

１
】
に
あ
る
よ
う
に
、
領
主
の
交
替
が
比
較
的
短
期

間
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
領
主
の
菩
提
寺
が
曹
洞
宗
で
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
も
あ
り
、
山
形
四
僧
録
の
地
位
は
江
戸
時
代
を
通
し
て
比
較
的
安

定
し
て
い
た
。
鳥
居
氏
改
易
後
に
入
部
し
た
保
科
正
之
は
、
山
形
藩
主

時
代
に
長
源
寺
か
ら
開
山
を
招
請
し
て
善
龍
寺
を
建
立
し
菩
提
寺
と
し
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【
表　

１
】　

山
形
藩
藩
主
の
変
遷

藩　
　

主

入
部
年

内　
　

容

１

最
上
家

一
六
〇
〇

（
慶
長
五
）年

五
十
七
万
石
。

元
和
八
年
改
易
。

２

鳥
居
家

一
六
二
二

（
元
和
八
）年

二
十
二
万
石
。

磐
城
平
よ
り
入
部
。

寛
永
十
三
年
改
易
。

３

保
科
家

一
六
三
六

（
寛
永
一
三
）年

二
十
万
石
。

信
濃
高
遠
よ
り
入
部
。

４

松
平（
越
前
）家

一
六
四
四

（
正
保
元
）年

十
五
万
石
。

越
前
大
野
よ
り
入
部
。

５

松
平（
奥
平
）家

一
六
四
八

（
慶
安
元
）年

十
五
万
石
。

播
磨
姫
路
よ
り
入
部
。

６

奥
平
家

一
六
六
八

（
寛
文
八
）年

九
万
石
。

下
野
宇
都
宮
よ
り
入
部
。

７

堀
田
家

一
六
八
五

（
貞
享
二
）年

十
万
石
。

下
総
古
河
よ
り
入
部
。

８

松
平（
越
前
）家

一
六
八
六

（
貞
享
三
）年

九
万
石
。

豊
後
日
田
よ
り
入
部
。

９

松
平（
奥
平
）家

一
六
九
二

（
元
禄
五
）年

十
万
石
。

陸
奥
白
河
よ
り
入
部
。

10

堀
田
家

一
七
〇
〇

（
元
禄
一
三
）年

十
万
石
。

陸
奥
福
島
よ
り
入
部
。

11

松
平（
大
給
）家

一
七
四
六

（
延
享
三
）年

六
万
石
。

下
総
佐
倉
よ
り
入
部
。

12

幕
領

一
七
六
四

（
明
和
元
）年

13

秋
元
家

一
七
六
七

（
明
和
四
）年

六
万
石
。

武
蔵
川
越
よ
り
入
部
。

14

水
野
家

一
八
四
五

（
弘
化
二
）年

五
万
石
。

遠
江
浜
松
よ
り
入
部
。

た
。
そ
の
善
龍
寺
は
、
保
科
正
之
が
会
津
へ
転
封
と
な
る
と
、
領
主
と

共
に
会
津
に
移
転
し
、
領
主
の
菩
提
寺
で
あ
る
と
い
う
理
由
な
ど
に
よ

り
、
会
津
僧
録
だ
っ
た
恵
倫
寺
と
天
寧
寺
に
加
え
ら
れ
て
会
津
三
僧
録

と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

領
主
交
代
の
激
し
か
っ
た
山
形
藩
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
領

主
が
、
結
城
松
平
氏
で
あ
ろ
う
。
正
保
元
（
一
六
四
四
）
年
か
ら
慶
安

元
（
一
六
四
八
）
年
に
播
磨
姫
路
に
転
封
と
な
る
ま
で
と
、
貞
享
三

（
一
六
八
六
）
年
に
日
田
か
ら
入
部
し
、
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
に

白
河
藩
に
転
封
と
な
る
ま
で
の
二
回
に
わ
た
り
山
形
藩
主
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
結
城
松
平
氏
に
従
っ
て
、
各
地
を
移
転
し
た
の
が
菩
提
寺
の

孝
顕
寺
で
あ
っ
た
。
孝
顕
寺
は
も
と
も
と
越
前
国
に
あ
っ
た
が
、
領
主

松
平
氏
に
従
っ
て
各
地
を
移
転
す
る
。

　

か
つ
て
、
筆
者
は
藩
主
交
代
に
と
も
な
い
僧
録
や
副
僧
録
が
改
め
ら

れ
た
り
、
新
設
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
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こ
と
が
あ
る）
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。
山
形
藩
に
お
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
の
で
は

な
い
か
。
山
形
四
僧
録
に
し
て
も
、
最
上
氏
の
支
配
下
に
お
い
て
は
、

光
禅
寺
・
法
祥
寺
・
龍
門
寺
の
三
ヶ
寺
が
中
核
寺
院
と
し
て
存
在
し
て

い
た
が
、
最
上
氏
の
改
易
に
よ
り
鳥
居
氏
が
山
形
に
入
部
し
、
陸
奥
国

平
か
ら
長
源
寺
を
移
転
さ
せ
菩
提
寺
と
す
る
と
、
こ
の
長
源
寺
も
加
え

た
四
ヶ
寺
が
山
形
四
僧
録
に
任
命
さ
れ
る
。

　

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
、
そ
の
後
の
藩
主
交
代
の
過
程
で
行
な

わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。『
孝
顕
寺
資
料
』）
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（

に
よ
れ
ば
、

貞
享
三
年
に
山
形
に
入
部
し
た
松
平
直
矩
は
、
菩
提
寺
の
孝
顕
寺
を
山

形
僧
録
に
加
え
た
い
と
し
て
、
関
三
箇
寺
な
ど
に
働
き
か
け
を
し
、
そ

の
結
果
、
山
形
四
僧
録
に
孝
顕
寺
が
加
え
ら
れ
て
僧
録
が
五
ヶ
寺
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。【
史
料
二
】
を
見
て
い
き
た
い
。

【
史
料
二
】

（
Ａ
）

　
　

幢
掟

一
法
幢
転
衣
首
頂
之
時
代
者
、
慶
長
年
中
被
為
下
置
、
可
準
御
條

目
并
当
時
従　
　

公
儀
被
仰
出
所
之
諸
法
度
、
堅
可
相
守
之
、

且
不
可
違
背
守
護
之
国
法
事
、

一
一
会
之
規
矩
者
、
当
所
則　
　

永
平
寺
古
規
□
用
、
御
威
儀
之

間
、
不
可
差
過
先
聖
之
途
轍
事
、

一
参
禅
学
道
守
之
、
可
相
学
公
案
頌
古
代
語
法
門
、
以
有
余
力
、

則
須
講
禅
録
経
論
等
事
、　

一
大
小
之
師
學
、
応
慕
上
祖
之
古
風
謾
奠
譚
泊
、
市
中
魔
魅
人
家
、

且
興
買
人
百
民
共
、
不
可
□
利
路
事
、

一
立
法
幢
寺
院
并
倣
首
頂
之
僧
侶
、
諸
支
配
所
遂
披
露
、
可
受
其

許
容
、堅
転
衣
僧
者
、蒙
支
配
所
之
下
知
、□
嗣
法
師
之
推
挙
状
、

可
達
本
山
事

　
　
　
　
　

右
條
々
、
若
有
違
背
之
僧
侶
者
、
可
處
厳
科
、
仍
支
配
之

　
　
　
　
　

誌
章
如
此
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
寧
寺

　
　
　
　

貞
享
五
戊
辰
年
九
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

融
峯　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
中
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
山　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
穏
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
峯　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孝
顕
寺）
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（
Ｂ
）

最
上
孝
顕
寺
儀
、
越
後
村
上
・
播
州
姫
路
於
両
所
茂
、
致
支
配
頭
、

今
度
於
最
上
茂
、
御
領
内
計
四
箇
寺
ニ
差
添
、
爲
致
支
配
頭
度
之

御
頼
并
最
上
四
箇
寺
よ
り
孝
顕
寺
差
添
支
配
仕
候
樣
ニ
と
願
之
連

簡
差
越
候
条
、
右
両
件
之
旨
趣
、
去
八
月
十
八
日
、
酒
井
河
内
守

殿
於
御
評
席
、
遂
披
露
候
之
処
ニ
、
大
和
守
殿
御
願
ニ
与
里
て
、
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御
領
分
支
配
頭
、
可
申
付
候
旨
、
被
仰
出
候
条
、
支
配
狀
差
出
候
、

爲
後
証
副
狀
、
如
此
ニ
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
寧
事

　
　
　
　

貞
享
五
戊
辰
年
九
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

融
峯　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
中
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
山　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
穏
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
峯　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孝
顕
寺）
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【
史
料
二
】
の
（
Ａ
）
よ
り
、
貞
享
五
（
一
六
八
八
）
年
九
月

二
十
五
日
付
で
最
上
孝
顕
寺
が
、
山
形
藩
領
の
僧
録
に
任
命
さ
れ
、
山

形
藩
内
の
僧
録
寺
院
は
四
ヶ
寺
か
ら
五
ヶ
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
段
階
で
、
こ
れ
ま
で
の
四
僧
録
と
新
僧
録
で
あ
る
孝
顕
寺
と

の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
し

か
し
、【
史
料
二
】
を
見
る
限
り
、
僧
録
と
し
て
の
職
務
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
僧
録
と
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
孝
顕
寺
も
他
の
四

僧
録
と
同
じ
職
務
を
山
形
領
内
で
行
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

　
【
史
料
二
】
の
（
Ｂ
）
よ
り
、
孝
顕
寺
が
こ
れ
ま
で
も
越
後
国
村
上

や
播
磨
国
姫
路
に
お
い
て
支
配
頭
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
山
形
藩
に
お

い
て
も
四
僧
録
に
加
え
て
、
支
配
頭
に
任
命
し
て
ほ
し
い
旨
の
頼
み
状

と
、
四
僧
録
か
ら
も
孝
顕
寺
を
僧
録
に
差
し
加
え
て
ほ
し
い
旨
の
願
書

が
提
出
さ
れ
た
こ
と
、
八
月
十
八
日
の
酒
井
河
内
守
の
評
席
に
お
い
て

は
、
新
領
主
の
松
平
大
和
守
か
ら
の
願
い
出
も
あ
り
、
孝
顕
寺
が
領
分

支
配
頭
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
松
平
大
和
守
が
山
形
に
入
部

し
て
か
ら
二
年
を
経
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間
、
松
平
大
和
守
が
、

幕
府
に
働
き
か
け
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
寛
永
六
年

以
降
の
僧
録
の
設
置
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
藩
主
の
意
向
が
反
映

さ
れ
る
形
で
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
孝
顕
寺
が

山
形
藩
で
の
支
配
頭
と
し
て
活
動
し
た
の
は
、
陸
奥
国
白
川
へ
と
転
封

と
な
る
ま
で
の
僅
か
四
年
間
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
僧
録
と
し
て
の
活

動
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
に
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

　

ま
た
、【
史
料
三
】
を
見
て
い
き
た
い
。

【
史
料
三
】

五
十
年
以
前
ニ
越
前
中
納
言
殿
、
従
関
東
治
城
当
国
へ
孝
顕
寺
引

来
も
、
菩
提
所
ニ
候
へ
共
、
干
今
当
国
之
僧
録
ニ
候
、
加
州
寶
円

寺
代
々
之
菩
提
所
ニ
候
ヘ
共
、
干
今
僧
録
ニ
候
、
當
寺
三
代
開
山

所
大
乗
寺
者
加
州
ニ
候
ヘ
共
、
僧
録
ニ
而
者
無
御
座
候
、
往
古
ニ

者
、
林
泉
寺
越
後
七
郡
之
僧
録
ニ
候
ヘ
共
、
従
当
国
越
後
守
殿
、

乗
国
寺
同
道
ニ
而
、
唯
今
者
、
林
泉
寺
乗
国
寺
両
僧
録
ニ
候
、
同

州
村
上
者
、
松
平
大
和
守
殿
菩
提
処
僧
録
ニ
候
、
其
外
溝
口
出
雲

殿
領
主
之
砌
、
出
雲
殿
菩
提
処
僧
録
ニ
候
、
上
杉
弾
正
殿
、
米
沢

林
泉
寺
立
置
候
へ
者
、
米
沢
者
新
林
泉
寺
僧
録
ニ
候
、
信
州
者
真
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田
伊
豆
殿
菩
提
所
長
国
寺
一
国
之
僧
録
ニ
候
、
出
羽
庄
内
者
酒
井

宮
内
殿
家
中
衆
之
寺
総
見
寺
僧
録
ニ
候
、宮
内
殿
者
浄
土
宗
ニ
候
、

秋
田
者
佐
竹
殿
菩
提
所
天
徳
寺
僧
録
ニ
候
、会
津
者
元
来
天
寧
寺
・

恵
倫
寺
両
僧
録
ニ
候
、
然
共
肥
後
殿
入
国
已
来
、
菩
提
処
僧
録
ニ

候
、
然
ル
ニ
両
寺
茂
相
済
三
寺
僧
録
ニ
候
、
日
本
松
も
左
京
殿
菩

提
所
僧
録
ニ
候
、
白
川
者
前
〃
者
関
川
寺
僧
録
ニ
候
ヘ
共
、
左
京

殿
白
川
守
護
、
式
部
殿
白
川
守
護
、
只
今
能
登
殿
守
護
ニ
候
ヘ
者
、

菩
提
所
久
松
寺
僧
録
ニ
候
、
式
部
殿
菩
提
所
瑞
峰
寺
者
、
唯
今
者
、

播
磨
之
僧
録
ニ
而
候
、（
後
略
）
21
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【
史
料
三
】
は
、
永
平
寺
二
十
七
世
嶺
巖
英
峻
が
総
持
寺
に
宛
て
た

書
状
の
写
し
の
一
部
で
あ
る
。
英
峻
は
慶
安
五
（
一
六
五
二
）
年
か
ら

万
治
二（
一
六
五
九
）年
ま
で
、永
平
寺
の
住
持
を
勤
め
た
人
物
で
あ
る
。

【
史
料
三
】
か
ら
領
主
の
菩
提
寺
を
僧
録
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
当

時
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。【
史
料
三
】
に
記
さ
れ
て
い
る
僧
録
寺
院

を
具
体
的
に
見
て
い
く
と
、
越
前
国
孝
顕
寺
・
加
賀
国
宝
円
寺
・
越
後

国
高
田
の
（
林
泉
寺
に
加
え
て
の
）
乗
国
寺
・
越
後
国
村
上
の
孝
顕
寺
・

越
後
国
新
発
田
の
浄
見
寺（
の
ち
の
宝
光
寺
）・
出
羽
国
米
沢
の
林
泉
寺
・

信
濃
国
の
長
国
寺
・
出
羽
国
庄
内
の
総
穏
寺
・
出
羽
国
秋
田
の
天
徳
寺
・

陸
奥
国
会
津
の
（
天
寧
寺
と
恵
倫
寺
に
加
え
て
の
）
善
龍
寺
・
陸
奥
国

白
川
の
松
久
寺
・
播
磨
国
瑞
峰
寺
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
僧
録
は
、領
主
菩
提
寺
が
僧
録
と
な
っ
た
例
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
加
賀
国
の
宝
円
寺
・
出
羽
国
米
沢
の
林
泉
寺
・
信
濃
国
長

国
寺
・
出
羽
国
庄
内
の
総
穏
寺
・
出
羽
国
秋
田
の
天
徳
寺
は
、
寛
永
六

年
に
僧
録
に
任
命
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
僧
録
寺
院
は
、
寛
永

六
年
以
降
に
設
置
さ
れ
た
僧
録
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
先
に
触
れ
た
よ

う
に
、
僧
録
の
設
置
が
当
初
の
目
的
と
は
異
な
り
、
領
主
の
意
向
な
ど

に
よ
り
、
菩
提
寺
を
僧
録
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
一
般
化
し
て
い
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
山
形
藩
に
お
い
て
も
領
主
交
替
の
流
れ
の
中

で
、
領
主
菩
提
寺
が
曹
洞
宗
寺
院
の
場
合
に
は
、
領
主
の
意
向
な
ど
に

よ
り
領
内
曹
洞
宗
寺
院
支
配
を
任
さ
れ
る
僧
録
に
任
命
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

出
羽
国
に
お
け
る
僧
録
制
度
が
安
定
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し

て
、
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
に
各
地
の
僧
録
か
ら
総
持
寺
に
提
出
さ

れ
た
寺
院
帳）
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が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
か
つ
て
最
上
氏
が
支
配
し

た
地
域
に
設
置
さ
れ
た
僧
録
か
ら
提
出
さ
れ
た
寺
院
帳
が
あ
る
。
そ
れ

を
ま
と
め
た
も
の
が
、
次
頁
の
【
表　

二
】
で
あ
る
。

　

最
上
氏
領
だ
っ
た
出
羽
国
の
大
半
は
、最
上
氏
改
易
後
に
次
頁
の【
表

　

二
】
の
よ
う
に
七
つ
の
藩
に
分
か
れ
、
配
下
寺
院
は
少
な
い
も
の
の

僧
録
が
任
命
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
領
主
の
願

い
に
よ
っ
て
の
任
命
で
あ
っ
た
。【
表　

二
】
の
中
で
、
寛
永
六
年
に

僧
録
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
庄
内
の
総
穏
寺
と
山
形
四
僧
録
の
み
で
、

そ
の
ほ
か
の
僧
録
は
宝
永
二
年
ま
で
に
任
命
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
自
家
の
菩
提
寺
を
領
内
の
僧
録
と
し
、
藩
内
の
支
配
体
制
を
安
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表　

二
】　

旧
最
上
氏
領
内
か
ら
提
出
さ
れ
た
宝
永
年
間
僧
録
寺
院
帳

僧
録
名

所
在
地

作
成
年
月

支
配
寺
院
数

龍
門
寺
亀
田

未　
　

詳

十
七
箇
寺（
龍
門
寺
含
む
）

永
泉
寺
本
庄

寶
永
二
年
四
月
二
一
箇
寺（
永
泉
寺
含
む
）

龍
源
寺
由
利
郡
矢
島
未　
　

詳

九
箇
寺（
龍
源
寺
含
む
）

総
穏
寺
庄
内

寶
永
二
年
四
月
三
四
五
箇
寺

瑞
雲
院
新
庄

寶
永
二
年

四
七
箇
寺（
瑞
雲
院
含
む
）

寿
泉
寺
最
上

寶
永
二
年
七
月
一
四
箇
寺（
寿
泉
寺
含
む
）

四
僧
録
山
形

寶
永
二
年
七
月
一
七
〇
箇
寺（
四
僧
録
含
む
）

定
さ
せ
る
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

寛
永
六
年
の
僧
録
設
置
に
関
し
て
は
、
本
来
は
国
ご
と
の
設
置
が
原

則
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
東
北
地
方
に
お
い
て
は
藩
ご
と
の
設
置

の
よ
う
に
見
え
る
の
は
な
ぜ
か
と
の
指
摘
も
あ
る
。
寛
永
六
年
に
は
東

北
地
方
は
陸
奥
国
と
出
羽
国
二
ヶ
国
か
ら
な
り
、
他
国
に
比
べ
る
と
面

積
も
広
く
大
藩
も
多
か
っ
た
。
最
上
氏
領
の
よ
う
に
、
古
く
か
ら
最
上

氏
と
の
関
係
の
深
い
地
域
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
大
名
に
と
っ
て
は
、

新
領
地
に
お
け
る
か
つ
て
の
最
上
氏
と
の
関
係
を
で
き
る
だ
け
抑
え

て
、
領
主
と
し
て
の
円
滑
な
支
配
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
領
主
の
意
向
に
よ
り
そ
の
菩
提
寺
が
僧
録
に
任
命
さ
れ
る
こ
と

が
一
般
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
寛
永
六
年
以
降
の

僧
録
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
領
主
の
意
向
が
大
き
く
反
映
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
、
僧
録
の
設
置
は
藩
ご
と
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
こ
と
が
、
本
来
は
国
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
と
し
て
い
た
僧
録

設
置
が
、
藩
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
い
え
る
の
は
、
寛
永
六
年
に
奥
羽
・
出
羽
両
国

で
僧
録
に
任
命
さ
れ
た
寺
院
は
、
そ
の
地
域
の
中
核
寺
院
で
あ
り
、
配

下
寺
院
数
も
一
〇
〇
ヶ
寺
を
越
え
る
寺
院
が
多
く
、
他
の
地
域
に
お
け

る
一
ヶ
国
分
に
相
当
す
る
配
下
寺
院
数
の
僧
録
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
東
国
に
お
け
る
曹
洞
宗
寺
院
の
繁
栄
ぶ
り
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。二

、
山
形
四
僧
録
の
支
配
関
係
に
つ
い
て

　

寛
永
六
年
に
全
国
に
僧
録
が
設
置
さ
れ
る
以
前
の
最
上
氏
領
内
で

は
、最
上
氏
の
意
向
に
よ
り
最
上
氏
ゆ
か
り
の
慶
長
寺（
後
の
光
禅
寺
）・

法
祥
寺
・
龍
門
寺
の
三
ヶ
寺
が
、
後
の
僧
録
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
が
、
最
上
氏
が
改
易
に
な
る
と
鳥
居
氏
が
山
形
藩
主
と
し
て
入

部
し
、
長
源
寺
を
陸
奥
国
平
か
ら
山
形
に
招
請
し
菩
提
寺
と
し
、
寛
永

六
年
に
全
国
に
僧
録
が
設
置
さ
れ
た
際
に
、
こ
れ
ま
で
出
羽
国
の
中
心

寺
院
で
あ
っ
た
光
禅
寺
・
法
祥
寺
・
龍
門
寺
に
加
え
て
、
当
時
の
藩
主

菩
提
寺
の
長
源
寺
も
山
形
の
僧
録
に
任
命
さ
れ
山
形
四
僧
録
体
制
と

な
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
山
形
四
僧
録
の
具
体
的
な
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
【
史
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料
四
】
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

【
史
料
四
】

吉
利
支
丹
御
制
禁
ニ
付
而
、
如
此
之
御
書
付
、
日
本
曹
洞
之
諸
寺

院
江
申
付
候
樣
ニ
ト
、
三
箇
寺
江
被　

仰
渡
候
間
、
其
国
之
僧
録

江
指
越
候
御
書
出
之
通
、
堅
相
守
候
樣
ニ
、
曹
洞
一
宗
之
自
他
門

大
小
不
残
可
被
申
付
候
、
此
御
書
付
請
取
申
候
由
、
早
々
返
書
待

入
者
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
寧
寺
祖
峯　

印

　
　

寛
文
五
乙
巳
暦
正
月
廿
八
日　
　
　
　
　

大
中
寺
尊
海　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
穏
寺
三
宅　

印

長
源
寺
江
者
従
大
中
寺
右
之
御
書
出
可
被
越
候
、
先
規
ヨ
リ
ノ
僧

録
場
江
可
被
申
付
候
、
銀
山
・
野
辺
沢
并
サ
カ
ヒ
ニ
別
ニ
支
配
人

有
之
ニ
者
、其
寺
院
ト
同
前
ニ
可
有
相
談
、右
之
所
長
源
寺
ト
四
ヶ

寺
之
僧
録
場
ニ
モ
弥
四
ヶ
寺
ニ
而
可
被
申
付
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
祥
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
禅
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
門
寺）
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【
史
料
四
】
は
、
吉
利
支
丹
禁
制
に
関
す
る
幕
府
か
ら
の
「
御
書
付
」

の
内
容
を
全
国
の
曹
洞
宗
寺
院
に
申
付
け
る
よ
う
、
関
三
箇
寺
か
ら
各

地
の
僧
録
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
寛
文
五
年
頃
に

は
、
幕
府
の
布
達
な
ど
を
伝
え
る
た
め
に
「
幕
府
↓
関
三
箇
寺
↓
地
方

僧
録
↓
大
小
曹
洞
宗
寺
院
」
と
い
う
伝
達
経
路
が
確
立
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
た
だ
こ
の
史
料
を
見
る
と
、
山
形
四
僧
録
の
間
に
は
微
妙

な
立
場
の
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。【
史
料
四
】
に
は
、「
其
国

之
僧
録
江
指
越
候
御
書
出
之
通
」
と
あ
り
、
関
三
箇
寺
が
全
国
の
僧
録

に
布
達
し
た
と
あ
る
が
、「
長
源
寺
江
者
従
大
中
寺
右
之
御
書
出
可
被

越
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
中
寺
か
ら
布
達
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ 

る
。
こ
れ
は
、
法
祥
寺
・
光
禅
寺
・
龍
門
寺
が
総
持
寺
直
末
の
黒
滝
向

川
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
長
源
寺
は
大
中
寺
末
で
あ
っ
た
こ

と
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。【
史
料
四
】
に
も
あ
る
よ
う
に
、
法
祥

寺
・
光
禅
寺
・
龍
門
寺
は
、
関
三
箇
寺
連
名
に
よ
り
こ
の
「
御
書
付
」

が
発
せ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
長
源
寺
へ
は
大
中
寺
か
ら
発
給
さ
れ

た
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
延
宝
九
（
一
六
八
一
）
年
二
月
二
十
三
日
に
江

戸
総
泉
寺
で
行
な
わ
れ
た
鬮
引
き
で
、
関
三
箇
寺
の
配
国
が
決
定
し
全

国
の
僧
録
制
度
が
確
立
す
る
よ
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
寛
文
五
年
こ
ろ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
僧
録
の
成
立
事
情
に
よ
り
、
山
形
四
僧
録
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
関
三
箇
寺
連
名
で
布
達
が
届
く
光
禅
寺
・
法
祥
寺
・
龍
門

寺
の
よ
う
な
僧
録
と
、
大
中
寺
か
ら
布
達
が
届
け
ら
れ
る
長
源
寺
の
よ

う
に
、
関
三
箇
寺
の
い
ず
れ
か
の
末
寺
の
場
合
は
、
そ
の
本
寺
で
あ
る
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関
三
箇
寺
よ
り
各
種
文
書
の
発
給
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
関
三
箇
寺
の
支
配
が
延
宝
九
年
に
確
立
す
る

ま
で
は
、
関
三
箇
寺
の
直
末
の
僧
録
に
つ
い
て
は
そ
の
本
寺
か
ら
、
そ

れ
以
外
の
僧
録
に
つ
い
て
は
関
三
箇
寺
連
名
で
布
達
が
出
さ
れ
て
い
た

と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
山
形
領
の
僧
録
の
特
殊
な
例
の
可
能
性

も
考
え
ら
れ
、
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

最
上
氏
と
の
関
係
に
よ
り
僧
録
に
任
命
さ
れ
た
光
禅
寺
・
法
祥
寺
・
龍

門
寺
と
、
鳥
居
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
僧
録
に
任
命
さ
れ
た
長
源
寺
と
の

間
に
は
僧
録
と
し
て
立
場
の
違
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
領
内
曹
洞
宗
寺

院
支
配
を
行
な
う
僧
録
間
の
対
立
を
生
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、【
史
料
四
】
か
ら
山
形
四
僧
録
と
幕
領
と
藩
領
と
に
あ
る
曹

洞
宗
寺
院
支
配
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
当
時
幕
領
で
あ
っ

た
銀
山
・
野
辺
山
・
さ
か
い
に
支
配
人
（
寺
院
）
が
あ
れ
ば
、
そ
の
支

配
人
と
相
談
し
て
長
源
寺
と
法
祥
寺
・
光
禅
寺
・
龍
門
寺
の
四
箇
寺
で

銀
山
・
野
辺
山
・
さ
か
い
を
支
配
す
る
よ
う
申
し
付
け
て
い
る
。
筆
者

は
か
つ
て
陸
奥
国
白
川
領
に
お
け
る
僧
録
支
配
に
つ
い
て
触
れ
た
際

に
、
幕
領
に
あ
る
曹
洞
宗
寺
院
は
、
白
川
領
僧
録
を
通
し
て
幕
府
・
関

三
箇
寺
か
ら
の
廻
状
を
う
け
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
代
官
の
支
配
を

受
け
る
と
し
た）

24
（

。
そ
の
時
期
は
享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
段
階
の
も

の
で
あ
っ
た
が
、【
史
料
四
】
に
よ
り
、
幕
領
に
あ
る
曹
洞
宗
寺
院
と

地
方
僧
録
の
支
配
関
係
に
つ
い
て
は
、
寛
文
五
年
の
段
階
で
、
幕
領
の

曹
洞
宗
寺
院
の
支
配
の
一
部
が
近
隣
に
あ
る
僧
録
に
任
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
も
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、【
史
料
五
】
か
ら
具
体
的
な
山
形
四
僧
録
の
関
係
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

【
史
料
五
】

龍
門
寺
ニ
有
之
候
帳
面
相
乱
処
茂
有
之
候
間
、
各
四
箇
寺
和
融

之
上
、
以
時
分
帳
面
可
被
相
改
之
旨
、
法
祥
寺
・
龍
門
寺
・
光

禅
寺
三
寺
と
も
ニ
、長
源
寺
ト
自
体
一
同
ニ
被
存
之
由
、尤
四
ヶ

寺
相
談
二
而
何
時
成
共
相
改
、
其
帳
三
ヶ
寺
江
指
上
、
三
判
可

被
申
請
候
、

一
、
宝
泉
寺
ト
長
福
寺
本
末
之
出
入
、
従
双
方
被
申
立
候
ヨ
リ
遂

僉
議
候
所
、
宝
泉
寺
并
長
福
寺
双
方
ニ
実
正
無
之
旨
数
多
有
之

候
間
、
四
ヶ
寺
国
本
ニ
而
相
談
之
上
、
何
之
寺
院
江
成
具
、
長

福
寺
迄
末
寺
ニ
可
被
申
付
者
也
、
為
後
日
依
而
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
寧
寺
印

　
　
　
　

寛
文
十
一
辛
亥
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
中
寺
印

　
　
　
　
　

二
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
穏
寺
印

　
　
　
　
　
　

最
上
僧
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
箇
寺）
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【
史
料
五
】
か
ら
、
寛
文
十
一
（
一
六
七
一
）
年
の
段
階
で
、
龍
門
寺

の
所
持
す
る
帳
面
が
山
形
四
僧
録
支
配
の
現
状
と
合
わ
な
く
な
っ
て
い

る
と
関
三
箇
寺
よ
り
指
摘
さ
れ
、
四
僧
録
で
相
談
し
て
改
め
る
よ
う
命
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じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
「
帳
面
」
と
は
何
を
指
し
て

い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
山
形
四
僧
録
で
相
談
す
る
よ
う
伝
え
ら

れ
て
い
る
点
か
ら
考
え
る
と
、
山
形
藩
領
内
の
僧
録
間
の
職
務
内
容
に

つ
い
て
の
取
り
決
め
や
配
下
寺
院
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。【
史
料
一
】
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
幕
府
に
よ
り
僧

録
が
設
置
さ
れ
る
以
前
か
ら
最
上
氏
の
領
内
に
お
い
て
は
、
光
禅
寺
・

法
祥
寺
・
龍
門
寺
の
三
ヶ
寺
で
支
配
分
担
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ

に
最
上
氏
の
改
易
に
よ
っ
て
新
領
主
と
共
に
長
源
寺
が
移
転
し
て
き

て
、
領
主
の
意
向
も
あ
っ
て
、
寛
永
六
年
に
四
ヶ
寺
が
山
形
僧
録
に
任

命
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
明
確
な
僧
録
支
配
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
が
成

さ
れ
な
い
ま
ま
、
寛
文
十
一
年
に
到
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

の
た
め
、
長
源
寺
が
関
三
箇
寺
に
訴
え
、
関
三
箇
寺
よ
り
こ
の
よ
う
な

布
達
が
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
龍

門
寺
所
有
の
帳
面
に
つ
い
て
は
、
四
箇
寺
が
相
談
し
て
納
得
の
上
改
め

る
こ
と
、
法
祥
寺
・
光
禅
寺
・
龍
門
寺
の
三
箇
寺
と
長
源
寺
は
元
来
同

じ
と
考
え
る
こ
と
と
い
う
部
分
で
あ
ろ
う
。「
法
祥
寺
・
龍
門
寺
・
光

禅
寺
三
寺
と
も
ニ
、
長
源
寺
ト
自
体
一
同
ニ
被
存
」
と
あ
り
、
こ
の
こ

と
は
、
逆
に
長
源
寺
が
こ
の
当
時
山
形
藩
内
の
僧
録
と
し
て
、
他
の
三

箇
寺
と
対
等
に
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
最
上
氏
支
配
時
代
か
ら
領
内
の
有
力
寺
院
だ
っ
た
三
箇
寺
と
長
源

寺
と
の
間
で
争
論
が
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
、
関
三
箇
寺
に
よ
る
判
断

を
待
っ
た
の
で
あ
る
。
山
形
四
僧
録
で
相
談
し
て
取
り
決
め
た
内
容
に

つ
い
て
は
、
改
め
て
帳
面
に
認
め
、
関
三
箇
寺
に
提
出
し
て
、
関
三
箇

寺
か
ら
証
印
を
受
け
る
よ
う
に
と
あ
る
。
こ
の
帳
面
の
改
定
と
、
延
宝

九
年
の
関
三
箇
寺
に
よ
る
全
国
の
僧
録
支
配
体
制
の
確
立
と
に
よ
り
、

山
形
四
僧
録
の
関
係
は
安
定
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
山
形
四
僧
録
の
職
務
の
一
部
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
決

め
が
あ
っ
た
の
か
、【
史
料
六
】
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

【
史
料
六
】

一
龍
門
寺
長
源
寺
後
住
之
僧
下
着
次
第
、
各
々
両
寺
立
合
、　

御

朱
印
并
校
割
等
帳
面
之
通
急
度
相
改
、
後
住
之
僧
江
可
被
引
渡

事
、

一
法
泉
寺
後
住
之
下
着
次
第
、
従
澄
江
寺
案
内
有
之
節
、
従
両
寺

𢮦
僧
指
遣
、　

御
朱
印
并
校
割
等
遂
吟
味
、
後
住
之
僧
江
可
引

渡
事
、

一
寿
福
寺
後
住
之
儀
、
光
禅
寺
可
申
付
、
後
住
相
定
節
、
従
法
祥

寺
𢮦
僧
指
遣
、　

御
朱
印
并
校
割
等
相
改
可
引
渡
事
、

一
常
林
寺
後
住
之
儀
、
法
祥
寺
可
申
付
、
後
住
相
定
節
、
従
光
禅

寺
𢮦
僧
指
遣
、
校
割
等
相
改
、
後
住
江
可
引
渡
事
、

右
之
通
得
其
意
、
無
念
無
之
樣
ニ
、
可
被
相
努
者
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
穏
寺　

印

　
　
　
　

宝
永
七
庚
寅
九
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　

大
中
寺　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
寧
寺　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
祥
寺
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光
禅
寺）
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【
史
料
六
】
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
山
形
四
僧
録
の
間
に
は
細
か
な

取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。【
史
料
六
】
は
、

山
形
四
僧
録
の
う
ち
光
禅
寺
と
法
祥
寺
に
対
す
る
、
後
住
𢮦
僧
な
ど
に

関
す
る
関
三
箇
寺
か
ら
の
達
書
で
あ
る
。

① 

龍
門
寺
と
長
源
寺
の
住
持
交
替
に
関
し
て
は
、
後
住
が
各
寺
に

下
着
次
第
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
で
法
祥
寺
と
光
禅
寺
二
箇
寺
の
立

ち
会
い
の
も
と
、
御
朱
印
と
校
割
帳
を
改
め
後
住
に
引
渡
す
。

② 

法
泉
寺）

27
（

の
住
持
交
替
に
つ
い
て
は
、
澄
江
寺）

28
（

か
ら
案
内
が
あ
っ

た
ら
、法
祥
寺
と
光
禅
寺
の
二
箇
寺
か
ら
𢮦
僧
を
差
し
遣
わ
し
、

御
朱
印
と
校
割
帳
を
改
め
後
住
に
引
渡
す
。

③ 

寿
福
寺）

29
（

の
住
持
交
替
に
つ
い
て
は
光
禅
寺
に
申
付
け
、
後
住
が

定
ま
っ
た
後
に
法
祥
寺
か
ら
𢮦
僧
を
差
し
遣
わ
し
、
御
朱
印
と

校
割
帳
を
改
め
後
住
に
引
渡
す
。

④ 

常
林
寺）

30
（

の
住
持
交
替
に
つ
い
て
は
法
祥
寺
に
申
付
け
、
後
住
が

定
ま
っ
た
後
に
光
禅
寺
か
ら
𢮦
僧
を
差
し
遣
わ
し
、
校
割
帳
を

改
め
後
住
に
引
渡
す
。

　

こ
こ
で
は
、
龍
門
寺
と
長
源
寺
の
役
割
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
山
形
四
僧
録
の
う
ち
光
禅
寺
と
法
祥
寺
に
つ
い
て
は
、
配
下
寺

院
の
住
持
交
代
に
際
し
て
の
𢮦
僧
の
派
遣
に
つ
い
て
、
両
寺
の
住
持
が

立
ち
会
っ
て
後
住
改
め
を
す
る
寺
院
（
①
）、
光
禅
寺
・
法
祥
寺
か
ら

𢮦
僧
を
遣
わ
し
て
後
住
改
め
を
行
な
う
寺
院
（
②
）、
光
禅
寺
（
あ
る

い
は
法
祥
寺
）
が
後
住
を
申
付
け
、
法
祥
寺
（
あ
る
い
は
光
禅
寺
）
が

𢮦
僧
を
遣
わ
し
て
後
住
改
め
を
行
な
う
寺
院
（
③
・
④
）
に
区
分
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
内
容
は
関
三
箇
寺
に
よ
っ
て
承
認
を
受

け
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
な
い
龍
門
寺
と
長
源

寺
は
、
後
住
改
め
に
は
関
与
し
な
か
っ
た
の
か
、
光
禅
寺
と
法
祥
寺
の

後
住
改
め
に
つ
い
て
は
、
龍
門
寺
と
長
源
寺
の
二
ヵ
寺
が
立
ち
会
う
な

ど
、
光
禅
寺
と
法
祥
寺
と
同
じ
よ
う
に
、
𢮦
僧
を
派
遣
す
る
寺
院
が
定

ま
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
法
泉
寺
・

澄
江
寺
・
寿
福
寺
・
常
林
寺
は
、
い
か
な
る
理
由
か
ら
こ
の
よ
う
な
布

達
が
出
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
龍
門
寺
・
長
源
寺
と
光
禅
寺
と
法
祥
寺
と
の
間
に
は
、
僧
録
と

し
て
の
役
割
に
違
い
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
取
り
決
め
が
【
史
料
五
】
に
あ
る
「
帳
面
」
に
ま
と
め
ら
れ
、
四

僧
録
の
支
配
が
定
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
も
、
今
後
の
現
地
に
お
け
る
寺
院
史
料
調
査
な
ど
に
よ
り
明
ら
か
と

な
る
課
題
で
あ
ろ
う
。

三
、
関
三
箇
寺
と
地
方
僧
録
の
連
絡
に
つ
い
て

　

江
戸
に
あ
る
関
三
箇
寺
の
宿
寺
か
ら
全
国
の
僧
録
へ
の
連
絡
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
山
形
四
僧
録
と
関
三
箇
寺
の
連

絡
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
双
林
寺
の
支
配
下
に
あ
る
副
僧
録
へ
の
伝



一
四
〇

山
形
藩
に
お
け
る
四
僧
録
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
（
永
井
）

達
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。「
双
林
寺
諸
事
要
録
」）
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に
次
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

【
史
料
七
】

御
公
用
御
触
副
僧
録
触
遣
事

一
御
公
用
御
触
刻
付
御
急
用
ニ
無
□
時
ハ
、
其
国
ノ
領
主
江
戸
家

鋪
へ
、
以
使
僧
頼
遣
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
豆
守

信
州
松
代　

長
国
寺　

領
主　
　

真
田
弾
正
忠
殿

越
後
高
田　

林
泉
寺　
　
　
　
　

榊
原
式
部
大
輔
殿

　
　
　
　
　

乗
国
寺　

領
主　
　

松
平
越
中
守
殿
（
松
平
越
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
殿
ハ
抹
消
）

同　

村
上　

耕
雲
寺　

領
主　
　

内
藤
紀
伊
守
殿

同　

村
松　

慈
光
寺　

領
主　
　

堀
丹
後
守
殿　

　
　
　
　
　

英
林
寺　
　
　
　
　
（
堀
佐

亮
殿
ハ
抹
消
）

同　

上
田　

雲
洞
庵　
　
　
　
　

横
堀
勘
兵
衛

同　

沢
水　

大
栄
寺　
　
　
　
　

耕
雲
寺
或
ハ
英
林
寺

同　

弥
彦　

種
月
寺　
　
　
　
　

牧
野
駿
河
守
或
ハ
耕
雲
寺
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
寺
随
宜
願
乞

佐
州
相
川　

総
源
寺　
　
　
　
　

佐
渡
奉
行

右
、
能
〃
入
念
、
無
滞
樣
ニ
可
致
□
御
公
用
間
違
有
之
時
ハ
、

録
役
不
相
立
三
ツ
字
ノ
不
幸
也）
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【
史
料
七
】
は
、
信
濃
・
越
後
・
佐
渡
と
上
野
国
の
四
箇
国
の
僧
録

で
あ
っ
た
双
林
寺
か
ら
副
僧
録
に
対
し
、
江
戸
か
ら
の
公
用
や
御
触
な

ど
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

見
る
と
、
江
戸
に
あ
る
関
三
箇
寺
の
宿
寺
よ
り
、
公
用
の
大
部
分
は
領

主
の
江
戸
藩
庁
を
通
し
て
、
国
元
の
僧
録
へ
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
お
そ
ら
く
、
関
三
箇
寺
を
通
し
て
各
地
の
僧
録
に
発
せ
ら
れ

る
触
な
ど
は
、
領
主
の
江
戸
藩
庁
を
通
し
て
国
元
に
伝
え
ら
れ
、
そ
こ

か
ら
僧
録
へ
と
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
の
が
、
関
三
箇
寺
と
全
国
の
僧
録

を
繋
ぐ
日
常
的
な
伝
達
方
法
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
受
け

と
り
日
時
を
記
録
し
た
り
急
用
の
場
合
に
は
、
関
三
箇
寺
か
ら
直
接
連

絡
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
『
双
林
寺
諸
事
要
録
』
が
、
双
林
寺

二
十
九
世
東
溟
台
州
に
よ
り
、
元
文
五
（
一
七
四
〇
）
年
に
記
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
伝
達
方
法
は
、
元
文
元
年
よ
り

か
な
り
前
か
ら
確
立
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

山
形
四
僧
録
に
関
し
て
、『
龍
門
寺
書
留
帳
）
33
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』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

史
料
一
四
七
・
一
四
八
・
一
六
六
は
、
関
三
箇
寺
名
で
の
布
達
で
あ
る
。

ま
た
、
一
七
〇
は
大
中
寺
鑑
寺
か
ら
の
布
達
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料

に
つ
い
て
、『
龍
門
寺
書
留
帳
』
の
解
説
で
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

本
史
料
中
の
幕
府
触
書
・
布
達
類
の
ほ
と
ん
ど
が
、
觸
頭
↓
山
形

藩
江
戸
藩
庁
↓
山
形
藩
寺
社
奉
行
↓
小
触
頭
寺
院
（
法
祥
寺
・
龍

門
寺
・
光
禅
寺
・
長
源
寺
）
と
い
う
経
路
で
布
令
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
触
頭
が
直
接
配
下
の
小
触
頭
寺
院
に
布
令
す



一
四
一

山
形
藩
に
お
け
る
四
僧
録
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
（
永
井
）

べ
き
と
こ
ろ
を
、山
形
藩（
秋
元
氏
）に
依
頼
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

天
明
期
に
触
頭
か
ら
嶋
屋
飛
脚
便
で
直
接
布
達
さ
れ
た
触
書
が
数

通
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
山
形
藩
（
秋
元
氏
）
江
戸
藩
庁
が
取
り
込

ん
で
い
る
旨
の
添
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
例
外
的
と
い
っ
て
よ
い）

34
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。

　

し
か
し
、『
龍
門
寺
書
留
帳
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
関
三
箇
寺
か
ら

の
布
達
の
一
四
七
に
は
、「
右
之
通
従
公
儀
被
仰
出
候
間
、
被
得
其
意

配
下
寺
院
江
可
被
相
触
候
、
尤
其
録
請
之
印
証
可
被
差
越
此
段
申
達
候

以
上）
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」
と
あ
り
、
さ
ら
に
、【
史
料
八
】
の
（
Ａ
）
に
は
次
の
よ
う
に

あ
る
。【
史
料
八
】
を
見
て
い
き
た
い
。

【
史
料
八
】

（
Ａ
）右

之
通
従
公
儀
被
仰
出
候
間
、
被
得
其
意
配
下
寺
院
江
可
被
相
触

候
、
尤
其
録
請
之
印
証
可
被
差
越
此
段
申
達
候　

以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
中
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
穏
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
寧
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
州
山
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
祥
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
禅
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
源
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
門
寺

此
公
用
状
先
月
中
御
領
主
御
屋
敷
江
御
頼
申
候
処
公
用
其
外
急
キ

等
ニ
而
之
書
状
ハ
右
請
取
不
被
成
と
の
事
ニ
而
此
方
ニ
而
甚
タ
込

り
申
候
間
、
今
般
ハ
此
方
ニ
而
賃
銭
相
払
候
而
嶋
屋
ま
て
差
遣
申

候
、
此
御
触
状
御
請
書
差
出
之
時
分
御
屋
敷
之
外
ニ
而
状
届
場
所

御
定
置
被
成
候
而
届
所
家
名
等
委
細
ニ
い
た
し
越
被
成
候
以
来
急

御
用
ニ
而
茂
有
之
御
時
分
甚
タ
手
閊
候
事
ニ
候
間
此
段
得
其
意
候

夫
共
外
ニ
届
場
所
茂
無
之
候
て
嶋
屋
ま
て
以
来
差
遣
可
申
候
哉
い

つ
連
ニ
も
此
御
請
之
時
分
委
う
御
申
越
被
成
候
、
此
段
申
達
候　

以
上）

36
（

（
Ｂ
）今

般
従
公
儀
被
仰
出
候
御
触
書
当
月
廿
八
日
嶋
屋
飛
脚
之
便
り
ニ

而
当
所
市
村
清
左
衛
門
宅
よ
り
相
届
拝
見
仕
候
、
右
御
請
如
斯
ニ

御
座
候　

以
上

　
　

丑
六
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
祥
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
禅
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鑑
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
源
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鑑
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
門
寺

　
　
　
　

関
三
箇
禅
寺

　
　
　
　
　
　

鑑
司
大
和
尚

　
　
　
　
　
　
　
　

副
啓



一
四
二

山
形
藩
に
お
け
る
四
僧
録
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
（
永
井
）

急
御
用
状
御
届
置
之
儀
被
仰
下
承
知
仕
候
嶋
屋
飛
脚
之
儀
者
奥
州

福
嶋
迄
ハ
参
り
候
得
共
嶋
屋
よ
り
当
地
へ
者
幸
便
ニ
相
届
申
儀
ニ

候
得
者
遅
滞
之
程
無
覚
束
候
間
、
得
と
相
尋
追
而
可
申
上
候
、
且

長
源
寺
太
爾
長
老
当
月
三
日
病
死
仕
候
間
御
請
之
儀
者
鑑
寺
印
ニ

而
差
上
申
候
、
追
而
御
披
露
可
申
上
候　

以
上

　
　

丑
六
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
州
山
形
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四　

箇　

寺

　
　

大
中
大
般
刹

　
　
　
　
　

御
役
者
中）
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【
史
料
八
】
の
（
Ａ
）
は
、
幕
府
よ
り
出
さ
れ
た
触
書
に
続
い
て
記

さ
れ
て
い
る
部
分
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
は
「
其
録
請

之
印
証
被
差
越
」
と
あ
り
、
山
形
四
僧
録
か
ら
の
請
取
の
印
証
が
必
要

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、「
公
用
其
外
急
キ
等
ニ
而
之
書
状

ハ
右
請
取
不
被
成
と
の
事
ニ
而
」
と
あ
る
よ
う
に
、
公
用
や
急
ぎ
の
書

状
は
藩
庁
で
は
受
け
取
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
関
三
箇
寺
が
直
接
飛
脚
嶋
屋
に
飛
脚
賃
を
払
い
山
形

へ
送
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
触
書
の
請
書
に
つ
い
て

は
藩
庁
外
に
場
所
を
定
め
て
送
る
よ
う
に
と
あ
り
、
届
け
先
が
決
ま
ら

な
い
場
合
に
は
飛
脚
嶋
屋
留
め
と
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
あ
る
。

　

ま
た
、（
Ｂ
）
の
史
料
は
、
関
三
箇
寺
へ
の
「
請
之
印
証
」
に
当
た

る
書
状
で
あ
る
。そ
の
文
面
よ
り
山
形
四
僧
録
へ
届
け
ら
れ
た
書
状
が
、

「
請
之
印
証
」
が
必
要
で
し
か
も
急
ぎ
の
書
状
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
し
か
し
、
飛
脚
嶋
屋
は
福
島
ま
で
し
か
来
な
い
た
め
、
福
島
か
ら

山
形
ま
で
は
「
幸
便
」
と
な
り
、
都
合
の
良
い
便
が
な
け
れ
ば
遅
延
す

る
こ
と
も
覚
束
な
い
と
し
て
い
る
。

　
【
史
料
八
】
の
内
容
を
、「
双
林
寺
諸
事
要
録
」
に
記
さ
れ
て
い
る
内

容
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
山
形
藩
の
江
戸
藩
庁
が
関
三
箇
寺

か
ら
の
布
達
を
受
け
取
る
の
は
、
急
ぎ
の
書
状
や
請
の
印
証
を
返
さ
な

く
て
も
良
い
場
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
場
合

は
少
な
く
、
多
く
は
江
戸
藩
庁
か
ら
国
元
へ
届
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
龍
門
寺
書
留
帳
』
の
一
六
六
に
あ
る
関
三
箇
寺
よ
り
山
形

四
僧
録
へ
の
布
達
の
中
に
、「
右
之
通
従
御
公
儀
被
仰
出
候
間
被
得
其

意
、
支
配
下
寺
院
江
可
被
相
触
候
、
尤
其
際
請
之
印
證
可
差
越
此
段

申
達
候　

以
上）
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」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
幕
府
か
ら
の
布
達
は
江
戸
藩
庁

を
通
す
が
、
両
本
山
が
直
接
関
わ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
両
本
山
か
ら

使
僧
を
派
遣
し
て
か
、
関
三
箇
寺
を
経
由
し
て
、
地
方
の
僧
録
に
直
接

伝
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
関
三
箇
寺
が
直
接
山
形
四
僧
録
に

書
状
を
発
す
る
際
に
、
山
形
藩
へ
の
書
状
を
委
託
さ
れ
た
の
が
嶋
屋

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
嶋
屋
は
関
三
箇
寺
に
委
託
さ
れ
山
形
四
僧
録
へ

の
、
書
状
配
達
を
担
当
す
る
飛
脚
屋
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
【
史
料
八
】
よ
り
考
え
る
と
、
江
戸
に
あ
る
関
三
箇
寺
の
宿
寺
か
ら

は
、
江
戸
に
あ
る
各
藩
の
藩
庁
を
経
由
し
て
一
般
的
な
布
達
な
ど
を
各



一
四
三

山
形
藩
に
お
け
る
四
僧
録
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
（
永
井
）

地
の
僧
録
に
伝
え
て
い
た
。
し
か
し
、「
請
之
印
証
」が
必
要
な
場
合
や
、

請
取
や
帳
面
の
提
出
を
求
め
る
場
合
、
そ
し
て
急
を
要
す
る
布
達
な
ど

は
、
各
藩
の
藩
庁
で
は
受
け
取
ら
ず
、
関
三
箇
寺
が
直
接
飛
脚
な
ど
を

介
し
て
各
地
の
僧
録
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。
幕
府
の
触
や
江
戸
か
ら
の

連
絡
内
容
に
つ
い
て
、
藩
内
に
漏
れ
な
く
伝
達
す
る
た
め
に
は
、
こ
の

僧
録
制
度
は
非
常
に
便
利
な
制
度
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
自
家
の

菩
提
寺
を
領
内
僧
録
に
し
、
僧
録
制
度
を
利
用
す
る
領
主
側
の
利
点
も

あ
っ
た
と
い
え
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
山
形
藩
に
お
け
る
四
僧
録
の
設
置
と

変
遷
に
つ
い
て
、
次
の
点
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

① 

山
形
四
僧
録
の
設
置
の
起
源
は
、
最
上
氏
領
だ
っ
た
時
代
に
、

慶
長
寺
（
の
ち
の
光
禅
寺
）・
法
祥
寺
・
龍
門
寺
が
最
上
氏
領

内
の
曹
洞
宗
寺
院
支
配
を
行
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ

を
継
承
す
る
形
で
慶
長
寺
（
の
ち
の
光
禅
寺
）・
法
祥
寺
・
龍

門
寺
は
寛
永
六
年
六
月
二
十
二
日
に
僧
録
へ
と
任
命
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

② 

山
形
四
僧
録
の
う
ち
長
源
寺
は
、
最
上
氏
改
易
後
に
設
置
さ
れ

た
山
形
藩
に
入
部
し
た
鳥
居
氏
が
、
菩
提
寺
と
し
て
開
創
し
た

寺
院
で
あ
る
が
、
僧
録
設
置
当
初
か
ら
領
主
菩
提
寺
を
僧
録
に

任
命
す
る
傾
向
が
あ
り
、
山
形
藩
に
お
い
て
も
、
寛
永
六
年
六

月
二
十
二
日
に
長
源
寺
が
僧
録
に
任
命
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

③ 

山
形
藩
は
藩
主
交
替
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
松
平
氏
が

藩
主
だ
っ
た
貞
享
五
年
九
月
二
十
五
日
付
で
、
松
平
氏
の
菩
提

寺
で
あ
る
孝
顕
寺
が
山
形
四
僧
録
に
加
え
ら
れ
、
五
ヶ
寺
で
領

内
の
曹
洞
宗
寺
院
支
配
を
行
な
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
こ
の
状

況
は
、
元
禄
五
年
に
松
平
氏
が
白
川
へ
転
封
と
な
り
、
孝
顕
寺

も
白
川
へ
移
転
し
た
こ
と
に
よ
り
四
僧
録
体
制
に
戻
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
山
形
四
僧
録
は
、
最
上
氏
時
代
の
曹
洞
宗
寺
院
支
配
関

係
を
基
盤
に
、
寛
永
六
年
の
僧
録
設
置
の
際
の
領
主
と
の
関
係
に
よ
っ

て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
貞
享
五
年
に
は
孝
顕
寺
が
僧

録
に
加
え
ら
れ
一
時
五
ヶ
寺
体
制
と
な
っ
た
が
、
山
形
藩
に
お
け
る
四

僧
録
体
制
は
安
定
し
た
支
配
を
行
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
山
形
四
僧
録
に
つ
い
て
の
「
相
僧
録
」
の
状
況
に
つ
い
て
も

検
討
し
た
。
山
形
四
僧
録
の
う
ち
慶
長
寺（
の
ち
の
光
禅
寺
）・
法
祥
寺
・

龍
門
寺
は
本
寺
を
同
じ
く
し
、
最
上
氏
支
配
時
代
か
ら
の
中
核
寺
院
で

も
あ
っ
た
た
め
、
最
上
氏
改
易
後
に
山
形
藩
に
開
創
さ
れ
た
長
源
寺
と

は
、
僧
録
の
役
割
が
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
長

源
寺
と
慶
長
寺
（
の
ち
の
光
禅
寺
）・
法
祥
寺
・
龍
門
寺
の
間
で
争
論

が
起
こ
り
、
関
三
箇
寺
の
裁
定
も
あ
り
、
寛
文
十
一
年
に
は
「
相
僧
録
」

の
体
制
も
整
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
、
史
料
的
制
約
も
あ
る

が
、
山
形
四
僧
録
の
取
り
決
め
の
一
部
に
つ
い
て
検
討
し
た
。



一
四
四

山
形
藩
に
お
け
る
四
僧
録
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
（
永
井
）

　

関
三
箇
寺
の
江
戸
宿
寺
か
ら
地
方
の
僧
録
へ
の
伝
達
方
法
に
つ
い
て

も
、
関
三
箇
寺
か
ら
山
形
四
僧
録
へ
直
接
伝
え
る
場
合
と
、
関
三
箇
寺

か
ら
山
形
藩
の
江
戸
藩
庁
を
通
し
て
山
形
四
僧
録
へ
知
ら
せ
る
場
合
の

二
つ
の
方
法
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。
多
く
の
場
合
、
関

三
箇
寺
か
ら
山
形
藩
の
江
戸
藩
庁
経
由
で
、
山
形
四
僧
録
へ
の
布
達
が

届
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
他
の
地
域
の
僧
録
に
お
い
て
も
同

様
の
状
況
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
幕
府
か
ら
の

布
達
な
ど
を
江
戸
藩
庁
が
受
け
取
り
、領
内
の
僧
録
に
伝
え
る
こ
と
で
、

領
内
に
布
達
内
容
を
徹
底
さ
せ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
領
主
側
に
も

僧
録
へ
の
布
達
を
引
き
受
け
る
利
点
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。

　

以
上
、
山
形
四
僧
録
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
史
料
的
制
約
も
あ
り

未
だ
は
っ
き
り
し
な
い
部
分
も
多
く
、
今
後
の
調
査
・
研
究
に
よ
る
と

こ
ろ
も
多
い
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

註（
１
） 

光
禅
寺
は
、
最
上
義
光
が
自
身
の
菩
提
所
と
し
て
、
黒
滝
向
川
寺
九
世

の
春
林
禅
冬
を
招
請
し
て
、
慶
長
元
年
に
開
創
し
た
寺
院
で
あ
る
。
は
じ

め
慶
長
寺
と
称
し
て
い
た
が
、
の
ち
に
光
禅
寺
と
改
称
し
た
。
寛
永
六
年

六
月
二
十
二
日
、
出
羽
国
最
上
の
僧
録
と
な
る
。

（
２
） 

法
祥
寺
は
、
最
上
氏
三
代
最
上
満
直
の
菩
提
寺
と
し
て
、
四
代
満
家
が

黒
滝
向
川
寺
三
世
の
可
屋
良
悦
を
招
請
し
て
応
永
二
〇
年
に
開
創
し
た
寺

院
で
あ
る
。
寛
永
六
年
六
月
二
十
二
日
、
出
羽
国
最
上
の
僧
録
と
な
る
。

（
３
） 

龍
門
寺
は
、
最
上
氏
五
代
義
春
の
菩
提
所
と
し
て
、
そ
の
子
義
秋
が
黒

滝
向
川
寺
五
世
朴
堂
良
淳
を
招
請
し
て
開
創
し
た
寺
院
で
あ
る
。
寛
永
六

年
六
月
二
十
二
日
、
出
羽
国
最
上
の
僧
録
と
な
る
。

（
４
） 

長
源
寺
は
、
元
和
八
年
の
最
上
氏
の
改
易
後
、
陸
奥
国
磐
城
平
よ
り

入
部
し
た
山
形
城
主
鳥
居
忠
政
の
開
基
。
忠
政
は
光
禅
寺
に
父
元
忠
の
位

牌
を
託
し
、
そ
の
後
光
禅
寺
を
移
転
さ
せ
、
平
か
ら
長
源
寺
三
世
の
直
州

良
淳
を
勧
請
し
て
、
長
源
寺
と
改
称
し
て
開
創
し
た
。
寛
永
六
年
六
月

二
十
二
日
出
羽
国
最
上
の
僧
録
と
な
る
。

（
５
） 

『
永
平
寺
史
料
全
書
文
書
編　

第
一
巻
』
平
成
二
十
四
年
一
〇
月
二
十
五

日
大
本
山
永
平
寺
発
行
。『
永
平
寺
史
料
全
書
文
書
編　

第
二
巻
』
平
成

二
十
九
年
二
月
二
十
八
日
大
本
山
永
平
寺
発
行
。

（
６
） 

『
永
平
寺
史
料
全
書
文
書
編　

第
一
巻
』
五
五
二
頁
。

（
７
） 

『
永
平
寺
史
料
全
書
文
書
編　

第
一
巻
』
五
六
八
頁
。

（
８
） 

『
永
平
寺
史
料
全
書
文
書
編　

第
二
巻
』
四
四
四
頁
。

（
９
） 

横
關
了
胤
『
江
戸
時
代
洞
門
政
要
』（
昭
和
五
十
二
年
一
月
三
十
日
第
二

版
、
東
洋
書
院
発
行
）。

（
10
） 

栗
山
泰
音
『
總
持
寺
史
』（
昭
和
十
三
年
三
月
二
十
五
日
、
大
本
山
總
持

寺
発
行
）

（
11
） 
向
川
寺
は
総
持
寺
直
末
で
、
大
徹
宗
令
を
開
山
と
し
て
永
和
三

（
一
三
七
七
）
年
に
開
創
さ
れ
、
山
形
県
北
村
山
郡
大
石
田
町
横
山
に
所
在

す
る
。



一
四
五

山
形
藩
に
お
け
る
四
僧
録
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
（
永
井
）

（
12
） 
「
永
平
寺
諸
法
度
写
」（『
永
平
寺
史
料
全
書　

文
書
編　

第
一
巻
』

五
五
〇
頁
）。

（
13
） 

「
曹
洞
宗
諸
定
写
」（『
永
平
寺
史
料
全
書　

文
書
編　

第
一
巻
』
五
八
五

頁
）。

（
14
） 

「
海
巌
宗
奕
法
度
写
」（『
永
平
寺
史
料
全
書　

文
書
編　

第
一
巻
』

五
六
五
頁
）。

（
15
） 

『
永
平
寺
史
料
全
書
文
書
編　

第
一
巻
』
五
六
七
頁
。

（
16
） 

拙
稿
「
近
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
僧
録
設
置
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

（
二
）」（『
仏
教
経
済
研
究
』
第
四
十
四
号
）。

（
17
） 

拙
稿
「
摂
丹
境
永
沢
寺
の
僧
録
支
配
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
|
特
に
姫

路
領
の
曹
洞
宗
支
配
を
中
心
と
し
て
|
」（『
駒
沢
史
学
』
第
八
十
一
号
）

（
18
） 

曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
員
会
に
よ
る
影
写
史
料
に
よ
る
。
資
料
全
体

に
つ
い
て
は
、『
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
目
録
解
題
集
６　

関
東
管
区
編
』

三
九
一
頁
以
下
を
参
照
。

（
19
） 

文
№
９
「
関
三
刹
定
書
」（『
孝
顕
寺
資
料
』）。

（
20
） 

文
№
10
「
関
三
刹
添
状
」（『
孝
顕
寺
資
料
』）。

（
21
） 

文
№
19
「
明
暦
三
丁
酉
よ
り
十
月
迄
記
録
」（『
總
持
寺
祖
院
資
料
』・『
曹

洞
宗
文
化
財
調
査
目
録
解
題
集
７　

北
信
越
管
区
編
』）。

（
22
） 

『
曹
洞
宗
宝
永
年
間
僧
録
寺
院
帳
』　

圭
室
文
雄
編
集
、
平
成
二
十
七
年

一
月
一
日　

大
本
山
総
持
寺
発
行
。

（
23
） 

51
「
関
三
ヶ
寺
連
署
状
写
」（『
永
平
寺
史
料
全
書　

文
書
編　

第
二
巻
』

四
四
二
頁
）。

（
24
） 

拙
稿
「
陸
奥
白
川
領
の
僧
録
支
配
の
変
遷
に
つ
い
て
|
白
川
関
川
寺
・

須
賀
川
長
禄
寺
を
中
心
に
|
」（『
仏
教
経
済
研
究
』
第
四
五
号
）

（
25
） 

89
「
関
三
ヶ
寺
裁
許
状
写
」（『
永
平
寺
史
料
全
書　

文
書
編　

第
二
巻
』

六
三
三
頁
。）

（
26
） 

「
上
」（『
永
平
寺
史
料
全
書
文
書
編　

第
二
巻
』
参
照
史
料　

冊
子
史
料

分　

九
二
四
〜
九
二
五
頁
。）

（
27
） 

法
泉
寺
は
、長
州
太
寧
寺
末
で
、現
山
形
県
寒
河
江
市
本
町
に
所
在
す
る
。

（
28
） 

澄
江
寺
は
、長
州
太
寧
寺
末
で
、現
山
形
県
寒
河
江
市
本
町
に
所
在
す
る
。

（
29
） 

寿
福
寺
は
、
法
泉
寺
末
で
、
現
山
形
県
寒
河
江
市
本
町
に
所
在
す
る
。

（
30
） 

常
林
寺
は
、
法
泉
寺
末
で
、
現
山
形
県
寒
河
江
市
六
供
町
に
所
在
す
る
。

（
31
） 

『
雙
林
寺
資
料
』
典
№
82
「
雙
林
寺
諸
事
要
録
」（『
曹
洞
宗
文
化
財
調
査

目
録
解
題
集
６　

関
東
管
区
編
』）。
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
員
会
に
よ
る

影
写
史
料
に
よ
る
。
こ
の
史
料
は
、元
文
五
（
一
七
四
〇
）
年
仲
秋
（
八
月
）、

雙
林
寺
二
九
世
東
溟
台
州
が
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
32
） 

典
№
82
「
雙
林
寺
諸
事
要
録
」（『
雙
林
寺
資
料
』）。

（
33
） 

山
形
市
史
編
纂
委
員
会
、
昭
和
四
十
一
年
九
月
一
日
発
行
。

（
34
） 

『
龍
門
寺
書
留
帳
』　

一
二
頁
。

（
35
） 

同
右
書
所
収
、
一
四
七
号
史
料
（
九
四
頁
）。

（
36
） 

同
右
書
所
収
、
一
四
七
号
史
料
（
九
四
〜
九
五
頁
）。

（
37
） 

同
右
書
所
収
、
一
四
八
号
史
料
（
九
五
頁
）。

（
38
） 
同
右
書
所
収
、
一
六
六
号
史
料
（
一
〇
四
頁
）。



一
四
六

山
形
藩
に
お
け
る
四
僧
録
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
（
永
井
）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
僧
録
、
光
禅
寺
、
法
祥
寺
、
龍
門
寺
、
長
源
寺
、
孝

顕
寺


